――　白き日　――
雪の墓所をきれいなボタン雪が覆った。
深深と積もるそれらは静かに、幻想的に降り注いでいる。

藁葺きの伝統的な家屋の中。黄泉への旅支度を終えた夫とその姿をジッと見つめる若い妻。

　うつむいた顔の潤んだ瞳。動く気の無い狭い肩が寂しげに映る。

「そろそろ、……出棺するよ」
親類の一人が女の肩に手を乗せた。降り積もるボタン雪よりも一層白い死に装束に落ちる一粒の涙。
時、愛した人に抱きつく女。
自分の体温が全て奪われてもいい。雪を溶かすように、自分の温もりで夫の死に装束が溶け、一昨日までの体温が彼に戻ってきてほしい。
「春の日が、この人に降り注ぎますように。
雪を、溶かしますように――」

涙の想いは雲の上に届かなかったのか。その年の雪を溶かしたのは穏やかな春の日では無く、生き体も灰に変える人工の獄炎だった。
一面真っ白だった村は紅に染まり、鼻を突く刺激臭が村全体に蔓延していく。うずくまった灰、小さな灰を抱く灰、互いに互いをかばい合うかのように寄り合う灰……。かつて人であったそれらは今、無機質な物と化した。
同じ村だが、今まで亡くなった人々とこの灰たちは違う。親類に見守られながらの土葬では無く、統一されている軍服を着た見知らぬ人間たちによる粗雑な埋葬によって葬られた。
同じ穴の中に親族ではない灰と一緒に放り込まれ、墓標も立ててはもらえない。
黒で統一された軍隊の兵員たちは、嫌な仕事に当たったと嘆きながら乱暴に仕事をこなしていく。
気味の悪い作業も半ばにさしかかった頃、一人の兵士が声を張り上げた。
彼の足元には一体の灰と、それに抱かれて眠る一人の少女の姿が――――
ヴェルガー・ストーム

１ST・DIVE　＜
陽射しの盛んな某日の事。

普段は人影少ないこの山岳地帯だが、今日は様相が違う。山林の一角には数十人の軍人達の姿があり、慌ただしく、賑やかな事この上ない。彼らは聳える岸壁の前で指令を待っていた。

　事の発端は軍の偵察機が偶然映した映像。それを観ていた研究者がその存在に気づき、急遽現場に駆けつけた。
　この現場に駆けつけた者全てが己の眼を疑い、それに魅入っている。

「こんな所に隠されていたとは……」

　偉い風の老人は驚愕していた。視線の先には聳え立つ岩肌と、岩肌に埋もれる黒い人工物の姿がある。

「プロフェッサー、これは――？」

　隣で立ち竦む兵士。

「世界が探し続けてきたものさ」

　兵士の問いかけに対し、老人はやや興奮気味に答えた。
　砂塵に塗れ、大型恐竜の化石のごとく佇む黒い機体。

「ここからならオーガノイズが近い――すぐに搬送したまえ！」

　強い口調で老人が兵士達に指示を出すと、機体の慎重な運搬作業が開始された。
　砂塵の払われた簡素な機体を、日の光が眩しいほどに輝かせている――。
　メルコン聖圏下の辺境地、田舎都市「オーガノイズ」。人工は７万人程度。町の空は高く、この近代化したご時勢に高層ビルが少ない希少な都市だ。

通常の都市と違って空道整備がなされていないこの町では、車の飛び交う近代的な景色を見受けることができない。過疎加減は人気少年週刊誌の発売が三日遅れることからもうかがい知ることができる。
この都市は実にノンビリとした気風をもち、休日ともなると働くのはオート制御の作業機械ばかりとなる。だがいくらノッソリしているとはいえ、平日ともなれば市民達は活発に活動する。何もしなくても良いのは赤子とご隠居衆のみである。
そこにおいてこの作業着姿の少年、ロアンス・ガントは一層な怠け者らしい。両眼をほとんど隠すバンダナ、そこから覗く目つきは実に悪い。孤独を好み、機械いじりを日課としている。

ガントは今日も平日の朝っぱらから一人家に閉じこもり、一日中機械いじりに呆ける。
別に開校記念日などでもなく、同世代の子供らは今頃机に向かってそれなりにも学習に励んでいることであろう。

　何処の星の文明にも社会問題は似たり寄ったりあるもので、地球から光で数千万年かかるこの星でさえ引きこもりは存在する。しかし、不登校を貫くガントはそんなインドアっ子たちの中にあって異端。
ニート候補筆頭であることは確かだが、彼の登校拒否は他人から受ける言われのない苦痛や己の脆弱な精神によるものではない。目標に対する彼なりの考えあってのものだ。
　彼が欲する・興味を持つ知識は唯一つ、「工学」のみ。それを学べない低級学校など彼にとっては不必要そのものにあたる。
　日々万物平等に訪れる時間を、彼は出来る限り工学の知識・技術会得に割きたいと考えている。
過ぎ行く時間が平等なら、経過する時を何に使ってきたかが将来を左右する。そして同じ才能を持つ者ならば、それを磨いた時間と密度がステータスを決定づける。その事実を真剣に捉え・殉じているからこそ、彼は一見不真面目としか思えない生活を疑うことなく過ごせる。その理由を探れぬ他人が彼を理解できないのも無理は無い。
友と呼べるものもなく、世間からは「引きこもり」のレッテルを三枚重ねぐらいに貼り付けられているガント。そんな彼をなぜか慕う者がいる。

「ガン兄ぃ、来たよぉっ！」

今、彼の家を訪ねてきた活発そうな少女がそれ。４歳年下の妹分・ルナ（かってに兄貴分にされている）とガントは親の関係上、幼少の頃より互いを知っている。そのせいかルナはガントのことを実の兄妹のように思っており、やたらと彼にまとわりつく。

「……」

ガントは自分にとって不必要なことを気嫌う。例えばルナとのやりとりもそれに当たる。別にルナが嫌いというわけではないのだが、こいつと交わす取り止めもない・実りのない会話は彼にとって不必要以外の何物でもない。何せ取り止めも実りもないのだから。
「ガン兄ぃ、今日も学校サボったのか。あたしもだよ！」

　前歯の足りない口を広げて、ルナは満面の笑みを浮かべた。ガントはそのルナを見向きもしない。返答すれば無駄なやり取りが始まる事を知っているからだ。

「ああっ！なんすかそれ？カッコイイメガネ！」
　ガントの手元には得体の知れないメガネがある。ルナはそれを指差して目を輝かせた。

「…………」

　無言を貫くガント。だが、ルナはシカトくらいではめげない。

「今度はどんなすーぱーアイテムっすか？　ねぇ、ガン兄ぃ！」

　視点が定まらない、頭が揺さぶられているせいだ。ガントの頭を揺するルナは実に楽しそうだ。
「…………んだぁあもぉっ、うっせんだよ！」

　我慢が臨界点を超えた。低い声と鋭い眼で怒鳴りつける。しかし、いつものことなのでルナはまったく動じない。

変わらず輝く視線を受けて、ガントは大きくため息をつき、頭をかいた。
「……毒物探知機だよ。これを掛けているだけで特定の毒物を探知できる」

　しぶしぶと解説を始めるガント。このまま黙っていじられ続けるのはどうにもうまくないので、テキトウにあしらっておくのが得策と考えたらしい。

「ほぅ（？）！」

「例えば最近話題のエキレン（Ｅｋ）もそうだし、植物性の毒素もある程度の範囲なら探知できる。種類はそうだな、ざっと２００種程度ってところか。まだまだ改良の余地ありで、まず探索範囲の狭さが……」

　得意げに解説するガント。ルナは必死に理解しようとしながらも、絶えず「？」を浮かべ続けている。そんなルナへの説明は無駄と知りつつ、結局は話し込んでしまう。自分の作品を語るのは楽しいからだ。
「……まぁ、そういう特殊な眼鏡だ」

「ほほぉ（？）！」

　一通り説明を聞いた後、大きく頷きながら複雑な表情で首をかしげるルナ。

「ったく、解りもしねぇのに聞きたがりやがって……」

　自己嫌悪の念に駆られながら、自分にグチをこぼすガント。

「ねぇ、それ掛けてみていいっすか？」

　百聞は一見にしかず。なんでも興味本位で体験してみたがるチャレンジャー、それがルナという娘だ。「壊すなよ」と一言添えながらそっと眼鏡を手渡すガント。

「――――んん？とくに変化はないっすね」

「そりゃ、ここで変化があったらまずいだろ」

　レンズ越しに部屋を見渡す。レンズに度は入っていないので、視力２・０の視界は良好だ。

「・・・・・・？」

　臭いものを嗅いだような表情を浮かべ、ガントをレンズ越しにじっと見つめるルナ。

「なんだよ」

「……兄貴の胸の辺りが緑色に見えるっす」

「ああ、毒素の反応があるとその部分が緑色に見え――――」

　言葉に詰まるガント。
「何言ってんだ。俺に反応するわけねぇだろ」
「いや、でも緑色っすよ、ガン兄ぃ。それもかなり濃い目っす」

　何をアホな事を、と眼鏡を奪い取る。
「あ、ホント。綺麗な深緑……」

　少し間の抜けた声で自分の胸元をさする。そして残念そうにメガネを見つめた。

「兄貴、毒を作り出す特殊能力を持ってんすか？　カッコイイ！！」

　身を乗り出して目を輝かせるルナ。

「んなわけねぇだろ！コレが欠陥作品なんだよ。クソッ！」

　そう言って眼鏡を放り出すと、ガントはふて腐れてそのままゴロリと横になってしまった。徹夜で頑張っただけに、ショックはでかい。
「ガン兄ぃ、このバネを失敗にしてください！」

　どこかで聞いた慰めの台詞をオリジナルブレンドで活用するルナ。しかしその心遣いが逆に少年の虚しさを倍増させる。ガントは負のオーラを撒き散らし、ルナもそれを感じ取って黙り込む……。部屋一杯に蔓延するとっても居心地が悪い空気。
“バタンッ”

物静かな空間に扉の閉まる音が響いた。
「また学校サボったのかい、お二人さん？　駄目じゃないか」

　開きっぱなしだった扉を閉めて、モジャモジャヘアーで背の高い、モヤシのような男が家に入ってきた。

「おいさん、おはよっす！」

「おはよう、ルナちゃん！」

　眼鏡越しに穏やかな表情を浮かべて、モヤシ男はルナの元気な挨拶に答えた。
男は寝転がっているガントを一瞥すると苦笑いを浮かべ
「やれやれ。時刻は十時、まだまだ昼寝は早いんじゃないかい？」

　と、呆れたように問いかけた。

「フテ寝だよ」

　ガントの返答は投げやりなもの。その姿勢と態度から父は息子の足の裏と会話している気分になった。モヤシ男は額を掻いて肩を竦める。
「ガント、あの本ちょっと借りてくよ」
「何で？」

　モヤシ男の一言で、ガントの声色が一層低くなる。
「いや、急用でね。大二郎に頼まれたんだよ。大丈夫、今日中に持って帰るから」

「……ま、いいけど」

　少し腑に落ちない様子でガントは答えた。

「ははっ、そう心配すんなよ」

モヤシ男はそう言いながら青色の鞄に財布やら本やらを詰め込む。ガントは一段と不機嫌そうにゴロリとうつ伏せた。
「おいさん、父ちゃんは元気か？」

　男の服の裾を引っ張るルナ。不安げな面持ちだ。

「ん？　ああ、あいつは健康が最大の取り柄だからな。小憎らしいくらい元気だよ」
　緩やかなモヤシ男の笑顔に安堵して、ルナも笑顔を浮かべた。

「健康か……。どっかのモヤシにも見習ってほしいものだな」

　うつ伏せのまま呟くガント。

「ホゥ、モヤシとな！それはこの、スタイリッシュ・ダディに対するものかねガント君？」

　“バチコイ！”と決めポーズをとるモヤシ男。
「おいさんカッコええ！！」

　ルナが満面の笑みでモヤシ男を賞賛する。

「……急用なんだろ、サッサと行けよ」

　ガントは一見することもなく邪魔臭そうに父をあしらった。

「ありがとう、ルナちゃん。そして我が息子よ……バーカ・バーカ！アホウンコ！！エンガチョッ！！」

　異様なほど幼稚な捨て台詞を吐きながら、モヤシ男は家を飛び出していった。扉はまたも開かれたまま。雑踏の乾いた空気が部屋に流れ込んでくる。
「おいさんが父ちゃんのところに行くなんて。なんかあったんすかね？」

　ガントはルナの問いかけに答えず、無言のまま玄関を振り向いた。風通しの良くなった玄関には、青い鞄が孤独に置き去られている――――。
　　　　　　　　　　　　　　　――　黒き日　――

　町の中心地に立つ軍事施設。ドーム型の建物を三つほど抱えるこの施設はメルコン聖団ノヴァ軍所有の軍用研究施設である。ここに昨日、一体の大型兵器が搬送されてきた。

機体検証のため周囲に滞在する有識者が急遽招集され、背の高いモジャモジャ頭もその一人としてこの場に駆けつけた。

　施設内では専用の車が送迎してくれる……のだが、なぜか有料なので非常に評判が悪い。自発的にではなく、呼ばれて来てやったモヤシ男も不機嫌な様相で車に乗り込んだ。

歩けばタダなのだが、炎天下を十分も歩いていられるほどこの男はタフではない。

「十年前ならなぁ……」

　エアコンの効きすぎる車内で男は残念そうに呟いた。

　施設最大のドーム内はざわついている。集まった軍事学者達のある者は必死に資料を漁り、ある者は悠然とたたずむその機体に見とれていた。いたるところで論争も繰り広げられている。

「よう、ここだ、ミルト！」

　やや暗いドームの中。大柄の男が丸太のように太い腕を振り回しながらモヤシ男の名を呼んだ。白衣越しに浮き上がる胸筋。首から下げられた身分証明書には“桜井　大二郎”の名が刻まれている。

「でかいよ、声」

　ミルトが身分証明書を胸ポケットにしまいながら大二郎のもとへと歩いてきた。ドーム内に響く足音が雑踏で掻き消されていく。

「これか……でかい、ね」

　足を止めたミルトの眼前に、一体の巨大な人間――否、人型兵器がそびえるように立っている。万が一も無いようにと大きめに設計されたドック（兵器格納用の空間、設備）。だが、この黒色の機体は霞みそうな程に高いドームになんとか収まっている有様。

「おうよ。コイツのせいでこの騒ぎさ」

　大二郎はミルトを厳つい笑顔で迎えると、黒色の巨体を見上げた。

「しかし……見たことないね、こんなの。巨人みたいだ」

　たたずむ黒い機体は確かに巨大だが一切の装甲がなされておらず、保護膜が剥き出しのままになっている。おまけに何の装備もなく、見た限りでは異常に大きい黒色の人類としか思えない。

「ディアの新兵器？」

「わからんが、とりあえずこれを作る意味が見出せない」

「VE……ってことかな」

「だからお前を呼んだ」

「さて、どこまで役に立てるか」
　手すりに手をかけ身を乗り出して機体を眺めるミルト。機体の異様な風貌は不気味だが、同時に美しくもある。

これは人形ではない。間違いなく兵器であろう。しかし、どういうわけかこの機体には接続部はおろか、オプションを付けようとする意思すら見受けられない。つまり、戦闘する意思を感じ取ることができない。

「人型兵器……前半戦で噂は耳にしたことがある。しかし、逸話で聞いた限りの代物が出てこられても何すりゃ良いんだか……」

「で、こうして皆さん頭を抱えていると」

　周囲を見渡すと暗がりのドーム内を無数の学者、整備兵達が忙しなく動き回っている。

「皆、どうにか動かそうと必死だよ。手当たりしだい探ってはいるが、結局一日経っても指一本動かせん」

　目の下にできたくまを撫でながら、大二郎は手すりに寄り掛かってため息をはいた。成果のない徹夜ほど疲れるものは無い。

「接続コードは？」

「それも解らんのだが……それ以前にまず、機体とコンタクトを取ることもできん」

　恨めしそうに黒色の巨体を眺める。

「まぁまて、確かこれによると……」

　そういってあるはずの鞄を探ろうとするミルト。

「おい、そいつはここじゃまずい。奥の部屋にいこうぜ」

「――――うん、そうしたいんだけどね。できないんだな、コレが」

　ボサボサの前髪をいじりながら小声で言うミルト。

「お家に忘れてきたみたい・・・」

　ミルトは照れくさそうな笑みを浮かべてはにかんだ。

　豪快な欠伸をかいて眠い目をこする大二郎。眠気が一気に押し寄せてきた。

「あはは、取ってくるね。なに、二十分あれば戻ってくるからさ！」

　快活にその場を去るミルト。大二郎はその後姿を横目で見送った後、退屈そうに手すりに寄り掛かった――。

　山岳地帯の上空。轟音を絡ませながら飛行する大型の飛行空母。真紅に染まったその外装は戦争に使うものとしては不謹慎で、兵器と呼ぶにはあまりにも目立ちすぎる。

まもなく開始される作戦に備え、飛行空母の中では黒で服装を統一された軍人達が各員持ち場につき、万全の体制を整えていた。

「いやー、まずいっすよ。最悪都市一つ潰すことになるんでしょ？いくらなんでも後々立場がきつくなりますって」

　二十三階位の十六等に位置する銀髪で、凛とした顔立ちの青年兵が苦々しく助言した。その口調は兵士にあるまじい程にハッキリしておらず、フ抜けた印象を受ける。

「田舎の過疎村を潰すくらいで騒がれても困る。均衡しているとはいえ、すでに開戦しているのだ。コレくらい前の戦では茶飯事だったぞ」

　周囲の軍人達と一人服装が異なる男。赤色を基調とし、金の装飾を惜しげもなくあしらった明らかに軍規違反の軍服。燃え盛る炎のような色の前髪を掻き分けて、男は眼下の景色を見下している。

「でもキュラ様、それでも一体何千人が命を落とすことか……」

　青年兵は罰が悪そうな様相で額を押さえた。

「――アレがメルコンサイドに渡ったら、一体どれほどのディア国民が命を落とすことか。ケイト十六等兵、コレは侵略戦争ではない。国防の為の襲撃なのだよ」

　まじめな口調でのたまってはいるものの、口元は歪んだ笑みを浮かべている。その表情を見た青年兵ケイトは「あ～あ」、とその場にうずくまった。

「安心しろ。向こうが下手な策謀を図らなければ戦闘は起きない。第一、情報がデマって可能性のほうが高いしな。その場合は大人しく引き上げるさ……」

　そう言い残して悠然と闊歩してゆくキュラ。その両拳は硬く握られている。

　ケイトは重いため息を吐き、一人うつむいた――。

　時刻も昼に近づき、一層陽射しが強くなってきた。町のすぐ外に広がっている赤土の砂

漠には蜃気楼が立ち上り、町の日向ですら人々は歩くことを避ける。いい加減この町の公道にも全面天板を敷いてくれと町民は訴えているのだが、開発着手の目処すら立つ気配はない。
　炎天下の外界とは違い、エアコンの活躍によって快適な室内。ガントはあれから変わらず、ふて腐れて寝転がっている。

「ガン兄ぃ～。暇だよ、起きてよぉっ！」

　ルナの懸命な目覚ましにも無反応を貫くガント。あれから起きたのは玄関の扉を閉めにいった十秒ほどのみ。だが、彼は無駄に眠りこけているわけではない。こうしている間にも例のメガネの欠陥原因や、次の制作活動のアイディアを脳内で巡らせているのである。

ガントは根っからの職人タイプで、一人の時間を非常に重要視している。特にこうして次のステップに進む為の思案に暮れる時は彼にとって何事にも変えがたい貴重な時間である。そんなガントに対してルナは正反対。「考えるよりも行動すべし」の気性で常に落ち着いていない。

何故にそんな彼女がガントを慕っているのかは知れないが、ガントにとっては貴重な考察の邪魔をされるのは迷惑以外の何ものでもない。慕われる筋合いもなければ慕われる気もないのだ。

が、ルナがそんなガントの心情を悟るはずもなし。痺れを切らして強硬手段に打って出た。彼女はおもむろに立ち上がると、エアコンの電源を切り、リモコンを隠した。しかし隠すといってもリモコンは彼女の手に握られている。「暑さから逃げたければ私を倒してコイツを手に入れな！」と言わんばかりに高笑う。

「フハハッ、ガン兄ぃ。いつまでそうしてられるっすかね？」

　ジリジリと室温が上がってきた。気温は外のそれに等しくなり、密閉された室内ではやがて外界を越える極値に達する。

　頬を伝う汗、仕掛けたルナ自身にも負担がかかる正に苦肉の策である。

「ほぅ～れほれ、そろそろきつくなってきたっすか？ただいま気温は二十八度でござ～い！」

　リモコンの室温計を見ながら不敵に笑うルナ。ガントは微動だにしない。

「へいへ～い、目の前をルナが通りま～す。今がチャンスっすよ～、寝てていいのかな～？」

　かかって来いとガントの前をうろつくルナ。しかし、ガントは死体のように動かない。

「フフッ……、そろそろ３０度ッすよ。我慢も限界なのでは？」

　しかし、ガントは動かない。彼の表情はうつ伏せの為見ることはできないが、少なくともルナの表情が険しくなってきたことだけは確かだ。

――――数分後。

「は、はぁ、はぁ。うぉ～い、死んじゃったんすか？ガン兄ぃ」

　先ほどの作戦が完全に裏目。動き回ったせいで無駄な体力を消耗したうえ、体温を上昇させてしまったルナ。彼女は明らかに疲弊している。

「ガ、ガン兄ぃ…。もう、限界ッすよ…起きてくれぃ～……」

　『心頭滅却すれば火もまた涼し』の精神を貫いたガント。軍配はすでにガントに上がっている。勝負はルナが何処まで意地をはれるかという我慢大会の様相を呈してきた。

“ピッ・・・”

　電子音の後に、轟々と唸りだすエアコン。汗だくになってその場に方膝を着くルナ。ガントはしかし、それでも動かない。

「ぬぅぅ……」

　敗戦の将はよろよろと立ち上がり、恨めしそうにガントを見つめた。

「もう、しらないっす！！」

　一言叫んで部屋を飛び出すルナ。路地の乾いた風が部屋に流れ込み、湿度は丁度良い案配となった。ガントは「やっと落ち着ける」と呟き、穏やかな表情を浮かべる。

「……あ、あああ兄きぃっ！」

　安堵も束の間、ルナが焦燥しながら部屋に舞い戻ってきた。ひどく興奮した様子でガントの体を激しく揺する。

「変なのが、変なのが飛んでるっす！何ごとっすか！？あれはなんすか！！？？」

「――はぁ？」

　ガントは必死なルナを睨み付けながら、しぶしぶと身を起こした――。

「しかし、やれやれ。各国が血眼になって捜し求める資料を、家に忘れて来るものかね」

　火種から立ち上る煙。個人の研究室で立ち上る煙を眺める大二郎。ヤニで黄ばんだ研究室の壁を見ると心が和む。そんな自分に虚しさと哀愁を感じる今日この頃。頻繁に目じりを押さえながら、最近なかなか会えない家族のことを思い馳せた。

　扉を一つ隔てた外の世界では相も変わらず研究者達が駆け回っている。自分だけ何時までもサボってはいられないな、と大二郎が重々しい腰を浮かせた時。

“ゴゴ・・・ン”

　鈍い重低音が研究室、いや、ドーム全体を揺るがした。大二郎が何事かと戸惑っていると、荒々しく扉が開かれて一人の研究員が駆け込んできた。

「う、動いた！」

　顔面蒼白、うろたえた様子で一言だけ言い放つ研究員。

「……動いたって？」

　大二郎は呆然とその場に立ち尽す。もしやという期待感が彼の心中に去来した。

「“巨人”が……勝手に飛び出したっ！」

　慌てる研究員は息も切れ切れに言葉をひねり出す。

「おお、動いたか！はは、コレでやっと眠れる」

　一時の歓喜の後、大二郎の岩塩のようにいかつい顔は、一層険しいものへと変化していく。研究員の言葉に不穏なニュアンスを感じ取ったからだ。

「…………勝手に？飛び出した？？」

　大二郎の覇気のない疑問文に、無言で頷く研究員。研究室の外は蜂の巣をつついた騒ぎ

で人々が行き交い、喚いている。

無我のまま研究室の外に出た大二郎の視線の先には、燦々とドーム内に降り注ぐ太陽光

と、大空が顔を覗かせるドームの姿がある。機体を押さえる為の鉄骨が捻じ曲がり・折れ曲がった無残なドックには、数分前まであった黒い巨体の姿はすでになかった――。

　ノヴァ軍事研究施設。管制塔は騒々しく、施設内を軍兵が駆け回っている。

「オルド局長、敵飛行空母の姿を確認しました。おそらくディア軍のものかと……」

　管制員の報告を表情険しく聞く老人。

「んなことはわかっとるわい！肉眼で見えとるわ！」

　老人は若い管制員の頭を小突いて激昂した。周囲の管制員達も申し訳なさそうにうつむく。管制室のガラスには小豆ほどの赤い影。遥か先に見える敵影だが、肉眼で捉えられる距離にある限り、ほとんど町上空に侵入されたようなものである。今更気づいた管制員や他の者が怒鳴られても仕方が無い。

「すみません。どうしても“黒い巨人”の見学をしたくて……」

　軍人にあるまじき、子供のような言い訳をする管制員。

「黙れ！片田舎の辺境基地とはいえ、弛むにも程があるわっ！！」

　管制塔全体を揺るがすオルドの怒声。オルドはガラスにへばりつき、敵影を睨み付けた。

「赤い飛行空母……。まさか、“破壊の神話”かっ！？」

　ガラスを力いっぱいに殴りつける。防弾強化ガラスであるはずのそれに、弾痕のようなヒビが入った――。
　　　　　　　　　　　　　　　――　赤き日　――

　町民が炎天下も気にせず、ぞろぞろと公道に出てきた。人々はゆっくりと近づいてくる見慣れぬデカイ空飛ぶ赤い影を不思議そうに、あるいは不安を抱きながら眺めている。

「なんなんすかね、アレ」

　野次馬衆に紛れて空を見上げている少年と少女。ルナは目を細めながら精一杯背伸びをして謎の飛行物体を眺めている。

「未確認飛行物体ってやつですかね？」

「いや、アレは……」

　ガントは少し黙ると鋭い視線で赤い影を睨んだ。

「戦艦…いや、飛行空母だな。それもおそらく――」

　ガントの言い終わりを待たずに唸る警報。オーガノイズ全域に緊急音が響き渡る。

『緊急警報です。ディア国の飛行空母がオーガノイズに近づいています。くりかえします、緊急警報です……』

　その瞬間、後のコンマ数秒程静まるオーガノイズ。

「――先に言われた」

　ガントの冷めた態度とは違い、聴衆の反応は壮絶だった。ついに戦争が始まる、それもこのオーガノイズから！　都市の人々は慌てふためいて避難を始め、穏やかだった平日の田舎都市は一転して混乱を極めた。

　炎天下の公道を人々が避難場所に向けて走り出す。悲鳴や怒声、幼子の泣き叫ぶ声が至る所から響いてくる。

「ガン兄ぃ、凄いっすね！凄いっす！」

　普段とは違う町の様子に興奮するルナ。無理もない、ルナはまだ十歳にもなっていないのだ。危機を感じるより、お祭りのような興奮を感じてしまうのも止むを得ないことだろう。さらに、隣にいるガントがこれまた動じずにジッと赤い影を眺めているのだからなおさらだ。

「ルナ、俺たちも逃げるぞ。鞄を持ってな……」

　ガントもようやく動き出し、ルナもその後に続く。

　ガントは家に寄り、置き去られた青色の鞄を手に取った。

　その他の物には目もくれず、家を飛び出す二人――。

無我のまま研究室の外に出た大二郎の視線の先には、燦々とドーム内に降り注ぐ太陽光

と、大空が顔を覗かせるドームの姿がある。機体を押さえる為の鉄骨が捻じ曲がり・折れ曲がった無残なドッグには、数分前まであった黒い巨体の姿はすでにない。　ドーム内に
舞い散る粉塵。

「天井を突き破ったのか？なんて馬力だ……っ」

　穴の開いたドームの天井を見上げながら、大二郎は言葉に詰まった。搭乗者も無く、通信もなく動いた機体……。これは長年兵器研究に生涯を捧げてきた大二郎にとっても初の経験である。戸惑って然り。

突然に耳をつんざくサイレンの音。呆ける大二郎の鼓膜に警報が響いてきた。

『領空内にディア軍空母を確認。これよりこの施設はＳ級厳戒態勢に移行します』

　鳴り響く警報と共にドームに木霊する緊急アナウンス。既にざわついていたドーム内はパニック状態に陥った。

「？？何がなんだかっ……！」

　困惑する思考回路を必死に整備し、タバコの火を握り消す。大二郎は岩のような眉間に深いしわを寄せつつ、空のドックを眺めた――。

“ッオォォォォ・・・ッ！！”

　聞いたこともない轟音と共に砂埃が舞う。その光景はさながら砂嵐が街中で暴れ狂っているかのようだ。

ガントとルナを突如として突風が襲った。ルナはその場に倒れ、ガントは腕で砂と風を防ぎながら何とか堪える。青い鞄は風に巻かれてガントの手から離れ、地に落ちた。　

風が静まった頃、口に入った砂を吐き出しながら薄目を開ける――――

　砂埃が落ち着いていく。

しだいに良好となる視界、砂埃の隙間から黒色の壁が姿を現し始めた。

そびえる巨大な壁を見上げる少年。反射された日の光で一瞬、目が眩む。

目を凝らしてもう一度壁を見上げる。見上げて解るその全貌……。

少年はこの黒色の肌が壁ではないことを理解し、反射光の眩しさも忘れて目を見開いた。

「――――っ！」

　言葉を忘れる。

それは巨人、視線の先にそびえるのは黒色の巨体であった。

少年の眼前にやや身を屈め、彼を見下ろす黒い巨人。

黄色い瞳は無機的に、何を語ることもなく、眼下の少年を見つめていた――――。

「キュ、キュラ様……アレが……？？」

　赤い空母の操舵室でモニターを見ていた兵士は、驚愕しながら司令官の意見を仰いだ。大型のモニターにはオーガノイズの町並みと、その一画にたたずむ黒色の巨体が映し出されている。

「あの黒色の怪物はいったい、なんすか？師匠のと違うっ、違いすぎる！！」

　ケイトは冷や汗を流しながらキュラを見た。キュラの口元は歪み、瞳は爛々と輝いている。

「怪物などと、失礼な。アレはれっきとした機械、兵器さ」

　キュラは玩具をショーウィンドウ越しに眺める子供のように、虚ろな足取りでモニターへと近づいていく。映し出される黒色の機体は、静止画のように屈んだまま動かない。

「――威嚇射撃だ。アレには当てるなよ」

　副砲による威嚇が命じられる。空母に備え付けられた砲口は、市街地の一角に向けられた。
　少年は巨体を見上げて立ち尽くしている。というより動けないと言ったほうが適切か。

　巨大なそれの巨大な両眼、その圧倒的な存在感に押さえつけられているかのようだ。

「ガン兄ぃ！」

　ルナの叫ぶような呼びかけが、ガントを放心状態から呼び戻した。素に戻ったとたん、猛烈に感じるプレッシャー、恐怖心。ガントは慌てて後ずさった。

「ガン兄ぃっ」

「ああ、とにかく逃げるぞ」

　ガントはルナの右手を引っ張って走り出そうと振り向く。

「ガン兄ぃ、カッケェっすね！コイツ！！」

　手を引くガントもないがしろに、ルナは目の前にたたずむ巨体に見とれている。

「……ルナ。今はそれどころじゃないし、俺はそんなにコレがカッコイイとは思わん」

　一層強くルナの手を引きながら、ガントは黒色の巨体を指差した。

「そぉ？こんなにデカイのに？　やっぱカッコイイっすよ、コレ！」

　引きずられながらもルナは輝く瞳で巨体を見つめている。

「こういうのをイケメンっつうんですよね、ガン兄ぃ」

「……でかけりゃカッコイイってわけでもねぇし、こいつはどの角度から見てもイケメンには見えねぇよ。とにかく、奴がこれ以上行動する前に逃げるぞ」

　呆れた口調で話しながらズンズン歩くガント。遠ざかっていく巨人は一介の建造物のように動かない。

「でも、いいんすか？」

「いいんだよ、今は黙って俺について来い」

　男らしい台詞をつきながら歩く。

「あの本は堅気の品だから大切なんだって言ってたじゃないっすか」

「堅気の本って……“形見”の文献か？　ああ、アレだけは手放したくないな」

「じゃ、なんで置いてくっすか、青い鞄を？」

　巨人の足元を指差すルナ。

「だからさっきわざわざ家に戻って取ってきたんだろが！コレはどこにも置いてきゃしねぇってば！」

　そう言って右腕を掲げるガント。その右手にはしっかりとルナの右手が握られている。おかしいな、と戸惑うガント。ふと巨人の足元を確認してみる。視界に捕らえたのは置き去られた青い鞄――。

「…………早く言えぇぇぇぇぇぇぇぇっ！！！」

　ガントはルナを一括、猛然と駆け出した。彼にとってあの鞄の中身はよほど大事な物なのだろう。黒い巨人への恐怖心は何処へやら。全力疾走で炎天下を駆け抜ける。

（あれだけは、あれだけは手放せないっ！手放すものかっ！！）

　意外と足の速いガントが鞄まであと三メートルと迫ったその時。空を切り裂きながら迫っていた五つの爆発物が市街地に着弾、粉塵が轟と巻き上がった――。

　炸裂音が町の空を揺るがす。空母からの爆撃に逃げ惑う住民達は悲鳴をあげ、多くの者は神の名を叫んで命を乞いた。

「！！！」

　ルナの小さな体は木の葉のように吹き飛ばされ、宙を舞う。彼女の体は商店が開きっぱなしにしておいた日除けを経由して、比較的緩やかに着地した。運が良い。

「――っ。が、ガン兄ぃ、無事っすか？」

　自分の身もほどほどに、ガントを案ずるルナ。返事があるまで懸命に何度も呼びかける。

　

再び荒れる粉塵の先、ガントはなんとか意識を繋ぎ止めることができた。周囲に漂う硝煙の匂いが目に染みる。

「あつつ。マジかよ、撃ち込んできやがった……」

　砲撃に驚きながらも青色の鞄をしっかりと視界に捕らえるガント。左腕で地面を這い蹲る。引きずる体の右半身には通常の感覚は無い。あるのは激痛。

「ガン兄ぃっ！返事してくれぇっ！」

　ルナの声が聞こえてきた。ガントはルナの無事を喜び、声と共に青い鞄のことなど意識の蚊帳から消し飛んだ。

「ルナ、俺は平気だぁ！先に逃げてろ、お前の父ちゃんトコに向かえ！」

　精一杯の力で叫ぶ。ガントの声が届いたルナは安堵し、立ち上がって粉塵の中に突撃した。

　しだいに薄くなる粉塵。砂埃を抜けた先でルナが見たのは変わらぬ姿勢でたたずむ巨人、そして右半身が焼け爛れ、地面を這いずるガントの姿だった。

「ガン、兄ぃ……」

　ルナは衝撃のあまり言葉につまり、ガントは激痛に耐えるのに精一杯。互いに言葉を発する事ができない。
「……行けっ」

　ガントが何とか搾り出した言葉。ルナはその精一杯に答えられず、首を横に振る。

「俺は自力で何とかすっから、サッサと行けって！……邪魔だ！！」

　ガントは怒鳴るが、それでもルナは首を横に振る。涙を堪えるルナの姿を見て、ガントは振り絞るように言葉を発した。

「ルナ、俺を信じろ……」

　たった一言。ガントはルナの瞳を見つめながら、その一言と共に穏やかな笑みを浮かべた。

　ルナは暫く沈黙したあと、涙を拭いつつ一度だけ、静かに一度だけ――――。

　　　　　　　　　　　　“バクッ……！”
不動だった巨人が突然、ガントを一口のもとにくわえて一気に飲み込んだ。

　“ゴクリ”と喉を鳴らし、その後何事もなかったかのように再び静止する巨人。

　あまりに突然であまりに不可解な出来事。ルナはその場で放心し、微動だにすらできずにいる……。
人々の叫び声や駆け回る音が町の至る所で雑居する。その最中に放たれた砲撃によってオーガノイズの混乱は一段と凄まじくなった。混迷する町の上空を響き渡るハウリング音。

『ノヴァ軍及び、ノヴァ市民の方々、お早うございます』

　飛行空母から発せられる音声。ハキハキと、それでいて丁寧だ。

『当方はディア軍ロウドリア機団東軍副頭・空母“ガランティア”司令官、バドアル・キュラと申します。このたび、不当手段によってノヴァ軍がＶＥを所持したことに対して我々ディア連合は強い遺憾の意を表明し、ＶＥの引渡しを要求するためこの地に赴いたしだいでございます』

　ウグイス嬢のように穏やかな口調だが、その内容は大胆な恐喝である。

『製作事情からして、ＶＥの所有権は我々ロウドリアにあります。態度で示していただきたい。その黒色のＶＥを当艦に投降させてください。さもなくば、当艦は強行的な手段によってＶＥを自力回収する所存です。先ほどの砲撃は我々の怒りと心理を理解していただく為の意思表明であり、本日は威嚇砲撃のみで引き上げられることを当艦は望んでおります……』

　飛行空母から聞こえる淡々としたアナウンスに町民達は恐怖し、竦みあがった。しかも問題は敵艦の襲来にとどまらない。謎の黒色の巨人が街中にたたずむ異様な光景も大衆の不安感を増長する。

避難施設の中、街中の混雑の中、町民達は固唾を飲んで成り行きを見守ることしかできない。
　巨体の前に立ち尽くすルナ。彼女の視界にガントの姿は無い。突然の現実を受け止められず、理解できない。

　息を切らして駆けるミルト。鞄を取りに来たはずが、とんだ騒ぎになってしまった。

　小路を曲がって大通りに出たミルトは数十メートル先にルナと、巨大な黒色の巨人の姿を見た。

「やっぱっ……！」

　そう呟きつつ、ミルトはルナの元へと駆けていく。

「ルナちゃん、そこから離れるんだ！！」

　ミルトの声は十分にルナに届いたはず。だがルナは反応しない。

「ルナっ！」

　息も絶え絶えにどうにかルナの元に辿り着き、彼女の手を引くミルト。だが、ルナはそれでも無言のまま巨体を見つめ続けている。

「――――おいさん」

　ようやく言葉を発したルナ。握った少女の小さな手が微かに震えている。心の整理がついた時、押し殺していた恐怖が少女の心を黒く染め上げた。

涙が溢れ、虚ろな瞳。雫は少女の頬を伝い、落ちてゆく。

「ガン兄ぃ、食べられちゃった…………」

　堪えていたものが一気に溢れ出した。

少女の声は可細く、儚い。しかしその言葉は他の如何なるものよりも強く、衝撃的にミルトの心に響く。
「！！」

　ミルトは動揺し、言葉も定まらない。彼は一度視線を落としてから、息を飲み込みつつ、ゆっくりと黒色の巨体を見上げた。

「局長、敵艦より音声が発せられまし……」

　セリフの途中に再び小突かれる管制員。

「んなこたわかっとるわ！音声はオーガノイズ全域に響いとるのだぞ！！」

　オルドは何度も若い管制員の頭を小突いた。「すんませんっ！」を連発する管制員。

「ＶＥの情報がなぜこうも早く……いやそれよりも、マズイな。奴なら本当に町を壊滅させかねん――」

　管制室の空気は重苦しい。

「だがＶＥが制御不能な現状、引き渡そうにも引き渡せぬし……」

　オルドは白髪の頭を抱えて苦悩している。

「局長、あの、VEとは……？」

「“黒い巨人”のことだ！少しだまっとれ！！」

　一括された管制員は半泣きで俯いた。
「司令官、ノヴァ軍より返答なく、ＶＥも静止したままです」

「――の、ようだな」

　マイク片手に画面を見つめるキュラ。

「愚かな。悩むということはオーガノイズ市民の命と兵器一つを天秤にかけているということか？　目を覚まさせてやる。もう一度砲撃しろ……今度は主砲でな」

　その一言は、最悪の開戦が決定した事を意味していた。

　ガントが食われた……。ＶＥが人を喰うなど聞いた事は無いが、巨大な怪物に飲み込まれた者がどうなるか。その想像は容易にできた。

（ガントはもう――）

　今更何をどうしても過去がひっくり返る訳もない。それでもミルトは何か手は無いかと必死に模索する。隣では、堰を切ったかのごとく、ルナが声を上げて泣きじゃくっている。

　飛行空母の先端に、重ね合わされた二枚の細長い板が突き出してきた。それ単体では刃のように見え、空母全体を横から見ると船体から針が突き出しているようにも思える。

　その光景を見た管制塔は動揺した。

「いよいよ町を焼き切るつもりかっ！　おい、敵艦と交信はできたのか？」

「それが、どういうわけか通信を受け入れるつもりは無いようです」

　どうにもならない状況とはこのことである。せめてVEの制御が利けば何とかなるかもしれないのだが。

「あくまで態度で示せ、迷う暇は与えないということ……か？　最悪の歯車だっ。キュラよ、誤解と傲慢で何千人を殺すつもりだ！？　そうまでさせるほどの事がアレに隠されているというのかっ！！？」
　異様な緊張感に気づき、ミルトは赤い空母を見た。そこには見覚えがある光景。彼は知っている、空母から突き出したアレが今までどれほどのモノを焼き払ってきたか。

　せめてルナだけでも助けようと彼女を抱え上げ、走りだす。半ば絶望を感じながらも彼は人気の無い公道を駆けていく。

　遠ざかる巨人……。抱きかかえられながらもルナはその姿を直視し続ける。溢れる涙は止まらない。

ついさっきまで一緒だった。

いつも、いつも一緒にいた。

邪魔だ邪魔だと言いつつ、いつもそばにいてくれた。

いつまでも変わらず、近くにいると思っていた。

ずっと、ずっと一緒だと思っていた…………。

「っっっ、ガン兄ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ――――――！！」

　涙も鼻水も。少女は溢れるままに流す。

　少女の視界にはそれ以外のものは存在していない。少女の鼓膜には…………
空母から発せられる不快な金属音。女性の悲鳴にも似たその音はオーガノイズどころか周辺の赤い大地さえも微震させる。

　町の住民たちは不気味な音波に恐怖し、その意味を知る管制塔の軍人たちは歯を食いしばって敵の空母を睨みつけた。

直後。人間の絶叫のような音を放ち、赤い閃光が放たれる。

町を一瞬、真紅の光が照らした。

それは問答無用に町を焼き切り、多くの命を焼失させただろう。

均衡していた戦況は最悪の形で崩れ去ったに違いない。

破壊の剣は開戦を告げるベルとなり、悲鳴はその音色として世界に響いたはずだ。

　もしも、黒色の機体がその場に無かったとしたら…………

　運命とは結果に過ぎない。

　結果とは即ち、過程の先にある現実。

　「今」は過程。未来は結果。

　未来の今は過程。未来の未来は結果……。

無限の連鎖は止まらない。無限の連鎖を止める術は思いつけない。

全ての連鎖は寄り添うように続く螺旋。

　人々それぞれが、それぞれの螺旋を持つ。

　全ての今がかつての結果であるかぎり、螺旋は運命の連鎖と言える。

　幾重にも絡み合う運命の連鎖は交わることで互いを成立させる。

　この日、時代は確かに動いた。

　人々は激動する世界に飲み込まれ、喘ぎ悶える。

　

　人々は引率者を見失った。

引率者さえ、我を見失った。

　思惑は当てを外した。もはや白船の舵を取れるものなどいない。

青き日より、彼の螺旋を辿る記録が始まる。
　　　　　　　　　　　　　　　　
――　ヴェルガー・ストーム　――

